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静岡市

避難所運営マニュアル 

（新型コロナウイルス感染症対策編） 
 



避難所運営マニュアル（新型コロナウイルス感染症対策編）について 

 

はじめに 

 

新型コロナウイルス感染症の流行が長期化する一方で、災害はいつ発生するかわかりません。

こうした状況下において、災害が発生した場合の避難所での生活では、感染症の拡大リスクが一

層高まります。 

このことから、市民の皆様の一人一人のご協力のもと、避難所の開設、運営に当たっては、密

集、密接を避けるなど、感染症対策に取り組む必要があります。 

本マニュアルは、既存の「避難所運営マニュアル（平成 30 年３月）」を基本に、避難所におい

てとるべき感染症対策の内容をまとめた別冊資料となります。 

なお、今後の新たな知見や訓練・災害時の検証等を踏まえ、必要に応じて、本マニュアルの見

直しを行います。 

 

【避難所利用者】 

 避難所での人の密集を避けるため、在宅避難や親戚・知人宅、ホテル旅館など避難所以外への

避難もあらかじめ検討します。避難所へ避難する場合は、個人又は家族が使用する感染症対策

と避難生活に必要な物資を持参します。 

【避難所運営組織】 

 避難所利用者が避難所の運営主体となり、自主防災組織等から速やかに運営を引継ぎ、利用者

全員をメンバーとする「避難所運営組織」を立ち上げます。 

【自主防災組織】 

 地元自治会による自主防災組織が避難所の立ち上げを主導し、適宜「避難所運営組織」に体制

を移行します。その後は、避難所や地域住民のへの情報伝達、在宅避難者の把握や支援、地域

全体の防火・防犯活動を行います。 

【避難所施設管理者（学校等）】 

 市職員と協力して、主に避難所の施設や備品の活用に関することを中心に運営の支援を行いま

す。 

【市職員（地区支部員）】 

避難所に派遣され、避難所の開設・閉鎖や運営支援を行います。台風等により自然災害が発生

した場合や事前に災害が予測される場合は、各緊急避難場所に早期に派遣され、緊急避難場所

の開設や避難者の受け入れを初動から担います。 

 

注意 災害による被害状況により、避難所運営の役割分担が変わるため、役割分担は柔軟に対

応してください。



- 1 - 

 

１ 災害発生前にすること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事前に検討】正しい避難行動を確認してください。                  

・『避難』とは『難』を避けることであり、安全な場所にいる人まで避難所に行く必要はありません。

自宅に留まり屋内で安全確保することも避難行動の一つです。 

・在宅避難や、安全な親戚・知人宅等に避難することも各家庭で話しあうよう、自主防災組織は地域

で呼び掛けてください。 

・在宅避難が可能な地域か、静岡市ホームページで確認してください。 

・避難生活に必要なマスク、体温計、アルコール除菌用品、ごみ袋（密封できるもの）などの衛生用

品、食料、水、常備薬などの非常持出品を持参して避難してください。 

【別紙１（Ｐ10、11）「命を守るため正しい避難行動を」参照】 
 静岡市のハザードマップは、こちらで確認できます。 

URL:https://www2.wagmap.jp/shizuoka-hazard/Portal 

 

【事前に検討】その他の避難所の活用を検討します。 

・自主防災組織は、指定避難所の他に、自治会が所有する地域の集会所などの利用も検討してくださ

い。 

※集会所ごとの災害リスクについて、自主防災組織に情報提供しているため、その他の避難所の活用を検討する際の

参考にしてください。 

 

【事前に検討】避難所に十分なスペースを確保できるよう検討します。 

・地域の集会所などの利用を検討する場合は、居住スペース内の密集や密接を避けるため、各世帯が

間隔を空けて滞在できるよう、幅２ｍ程度の通路を確保して収容できる人数や世帯数等を検討して

ください。 

・発熱がある体調不良者や濃厚接触者の専用スペースもあわせて検討してください。 

※指定避難所では、避難所施設管理者と協議し、感染症患者を含む体調不良者等のための専用スペースとして、空調

設備のある教室等を確保しています。 

 

 

チェック 

チェック 

チェック 

★新型コロナウイルス感染症が流行している中でも、災害時には、危険な場所にいる人は

避難することが原則です。ハザードマップで確認したり、研修会、防災訓練などの機会

を通じて、自宅や地域の危険性の把握に努めてください。 

★避難所に多くの人が集まると、密集、密接の状態になりやすく、感染拡大のおそれも高

まります。避難先の分散とともに、避難所に十分なスペースの確保を検討しておきます。 

１ 災害発生前にすること 
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【事前に検討】資機材を確認します。 

・自主防災組織は、自治会が所有する地域の集会所を活用する際には、市の補助金を活用し、整備に

努めてください。 

※指定避難所の感染症対策に必要なパーティションなどの資機材や感染症予防用品を整備しました。 

※災害時の協力協定により、段ボールベッド、大型扇風機、空気清浄機などの調達も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資機材の感染症予防用品の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
感染症予防用品一覧表（標準） 

 

 
品  名 数       量 備 考 

 

 1 マスク 6  箱 50 枚/箱  

 
2 手指消毒液 2  本 １Ｌ 

 

 
3 非接触型温度計 2  本   

 

 
4 ＰＥガウン 30 枚 防護服（感染防止用） 

 

 
5 フェイスシールド 20 枚   

 

 
6 ビニール手袋（Ｍ） 2  袋 100 枚/袋 

 

 
7 ビニール手袋（Ｌ） 2  袋 100 枚/袋 

 

 
8 ヘアキャップ 1  箱 100 枚/箱 

 

 
9 ラインテープ 2  巻 50mm×５ｍ 

 

 
10 ペーパータオル 2  袋 250 枚/袋 

 

 
11 カウンタークロス 2  袋 70 枚/袋 

 

 
12 チャック付ゴミ袋（小） 2  袋 100 枚/袋、B4サイズ 

 

 
13 チャック付ゴミ袋（大） 2  袋 100 枚/袋、A3サイズ 

 

 
14 ゴミ袋 1  袋 50 枚/袋、45L 

 

       

 別箱 次亜塩素酸ナトリウム 1  式 希釈不要 
 

       

感染症対策 BOX 
段ボールベッド 

パーティション 

チェック 
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避難所の運営に従事する方の健康状態を確認します。 

・避難所を開設する前に、避難所の運営に従事する方の健康状態を確認します。 

 

適切な場所に受付を設置します。 

・受付は、風雨を避けることができるように極力屋外を避けて、例えば体育館に接続する廊下など換

気のよい場所に設置します。 

・受付の周辺では、避難所利用者の列が密にならないよう、目印テープの貼付等を行い、２ｍの間隔

を保つ工夫をします。 

・受付周辺にアルコール消毒液を設置します。 

 

避難所利用者の一般スペースには、広い通路を確保します。 

・一般スペースにはあらかじめ幅２ｍ程度の通路を設けます。 

・避難所が混雑し間隔を確保できない場合は、パーティションを活用するなど間仕切りを設けて空間

を区切り、感染防止の工夫をします。 

密集・密接を避ける居住スペースの例（体育館） 

●テープ等による区画表示やパーティション、テントを利用する場合は、番号等を付し、誰がどの番号等の区画等に

滞在しているかわかるように管理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ｍ 

各世帯の間隔が１ｍ～２ｍ程度に

なるように通路を配置します。 

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、

空
間
を
区
切
り
ま
す
。 

３ｍ 

３ｍ 

チェック 

チェック 

チェック 

★避難所では、発熱や咳等があり風邪等の症状がみられる方や、濃厚接触者など感染が疑

われる場合も、災害から命を守るための避難時は、避難所に受け入れます。 

★新型コロナウイルス感染症患者（軽症者に限る。）は、原則、ホテル等の宿泊療養施設

に移動してもらいますが、移動に危険が伴う場合や受入施設が確保できない場合は、避

難所に一時的に滞在する場合もあります。 

２ 避難所開設前にすること 

参考：新型コロナウイルス感染症対策を

踏まえた避難所等対応フロー（P９） 

（避難所開設から閉鎖までの流れをまとめています。 

以降のチェックリストとあわせてご覧ください。） 
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専用スペースを設置します。 

・新型コロナウイルス感染症患者（軽症者に限る）、濃厚接触者、発熱等がある体調不良者（以下、「感

染者等」という。）は、一般の避難所利用者や避難行動要支援者とは空間（ゾーン）や、出入口・通

路（動線）を分けて接触を避けます。 

専用スペースの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェック 

一般避難所 

利用者 
 
避難行動 

要支援者 
避難行動要支援者 
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避難所の運営に従事する方は、マスクを着用します。 

・避難所内ではマスクを常時着用し、こまめな手洗いや手指消毒を励行します。マスク・手袋を外す

ときは、外側にウイルスが付着している可能性を考えて、外した後に手洗いや手指消毒を行います。 

・感染者等の専用スペースにはむやみに立ち入らないようにし、専用スペースで活動する従事者も最

小限に絞り込みます。 

・避難所の運営に従事する方の個人装備品（PPE）の着用は次の表を参考にしてください。個人装備

品（PPE）の脱着手順は別に示します。         【別紙２（Ｐ12）「脱衣手順（例）」参照】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全装備品の着用例 

 

 

 

 

 

 

 

チェック 

★避難所の運営に従事する方は、自らが感染者とならないよう、正しい感染症対策を実施し

ます。 

★受付で避難所利用者の体調を確認し、感染者等は専用スペースに誘導します。 

３ 避難所開設時にすること 

ビニール 
手袋 

ヘア 
キャップ 

非接触型 
体温計 

フェイス 
シールド PE ガウン 

マスク 
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避難所利用者を受け入れるときは、体調を確認します。 

・受付時には、問診チェック表を使用して、避難所利用者の健康状態を確認してください。 

・避難所利用者を接触型の体温計で検温する場合は、感染防止のため、使用のたびに消毒してくださ

い。 

・新型コロナウイルス感染症患者（軽症者に限る）、濃厚接触者が避難してきた場合は、市職員に報告

してください。                      【別紙３（Ｐ13）「問診チェック表（例）」参照】 

避難所受付での対応（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難所利用者を各スペースへ誘導します。 

・問診チェック表のチェック項目に、該当・発熱なしの場合は一般スペースへ案内してください。 

・専用スペースへ案内する場合の優先順位は、新型コロナウイルス感染症患者（軽症者に限る）、濃厚

接触者、発熱等のある体調不良者の順番で、速やかに専用スペースへ案内してください。 

・感染者等は可能な限り個室管理することが望ましいですが、多数の感染者等が避難してきた場合は、

パーティションで区切るなどの工夫をして同室にしてください。 

・感染者等の家族は、感染者等の介助が必要な場合など状況に応じて、それぞれのスペースへ案内し

てください。 

※飛沫感染を防ぐため、座位で口元より高いパーティションとし、プライバシーを確保する高さにすることが望まし

い。また、換気を考慮しつつ、より高いものが望ましい。 

専用スペースに感染者等が複数いる場合の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェック 

チェック 
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健康観察を定期的に行います。 

・避難所利用者は、毎日検温及び体調管理に努め、健康チェックシートに健康状態を記入してくださ

い。 

※避難が長期化する場合は、市などが派遣する保健師等が定期的に巡回するため、体調について相談することができ

ます。                       【別紙４（Ｐ14）「健康チェックシート（例）」参照】 

 

感染症対策を呼び掛けます。 

・避難所利用者はマスクを着用し、マスクのない方には、避難所用に準備しているマスクを配布しま

す。 

・手洗いや咳エチケットを呼び掛けるポスターを掲示し、こまめな手洗いを呼び掛けます。 

・人の密集が予想される、トイレ、洗面所、携帯電話の充電場所などでは、２ｍ程度の距離を実感で

きるようにします。 

・間仕切りを設置した場合は、死角となる部分が増えるため、避難所利用者の体調に注意してくだ

さい。あわせて犯罪防止のため、防犯にも注意してください。 

【別紙５（Ｐ15、16）「啓発ポスター」参照】 

食事のときの感染症対策を実施します。 

・炊き出しをする時は、一人分ずつ小分けにして配ります。 

・共用の食事スペースは推奨しませんが、共用スペースを設置する場合は、順番制での利用や座席配

置を同一方向や互い違いにします。 

 

避難所内の換気と清掃を徹底します。 

・室内の換気は、常時もしくは頻繁に（１時間に２回程度）行います。 

・エアコンを使用する部屋でも、窓や扉を開けて換気する必要があります。換気扇のある部屋では、

換気扇を常時使用します。 

・食事の時間帯はマスクを外すことから、会話をできるだけ控え、換気を行います。 

・居住スペースや共用部分は、避難所利用者が協力して毎日清掃を行います。 

・風水害時などの短期的な避難の際は、個人のごみは各自で持ち帰ります。 

・ウイルスが付着している可能性が高い廃棄物については、ごみ袋を二重にし、ごみ袋の外側を消毒

した上で、人がいない所に保管します。保管したごみ袋については、市が回収します。 

【別紙６（Ｐ17）「避難所でのごみの捨て方について（環境省）」参照】 

チェック 

チェック 

チェック 

チェック 

★多くの人が滞在・生活する場所は、感染症が拡がりやすい場所です、避難所利用者も避難

所の運営に従事する方も、マスクの着用やこまめな手洗いを励行し、感染を予防します。 

★避難所内の清潔を保つとともに、密閉した空間とならないよう、各部屋をこまめに換気し

ます。合は、感染症の拡大を防ぐため、適切な対応をします。 

４ 避難所運営時にすること 
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避難所内の消毒を徹底します。 

・消毒液を使い、よく手を触れる場所（机、手すり、ドアの取っ手、蛇口、スイッチ、トイレ等）や

居住スペースの清掃時にも消毒を行います。 

・避難所を閉鎖するときは、施設の利用者の安全を守るため、使用した部屋や共用部分は十分な換気

を行い、市職員を中心に消毒を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染が疑われるときは専用相談窓口に連絡します。 

・感染者等の症状が重い場合は、速やかに医療機関を受診するよう案内してください。 

・避難所利用者が新型コロナウイルスの感染が疑われる場合は、相談窓口に連絡します。 

発熱等受診相談センター 054-249-2221（24 時間対応） 

静岡市新型コロナなんでも相談ダイヤル 0570-08-0567（毎日 9:00～20：00） 

厚生労働省の電話相談窓口 0120-565653（毎日 9:00～21：00） 

・避難所利用者を医療機関に搬送する場合は、原則家族などが行うこととしますが、緊急性がある場

合には 119 番通報対応とします。避難所の運営に従事する方は、必要に応じて搬送等を補助してく

ださい。 

チェック 

チェック 
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問診チェック表（例） 

日付       

氏名             

１ 新型コロナウイルス感染症患者である はい・いいえ 

 

２ 濃厚接触者と言われている はい・いいえ 

 

３ 現在の体温 ℃ 

４ 風邪の症状や発熱が数日間続いている はい・いいえ 

５ 強いだるさ（倦怠感）や息苦しさがある はい・いいえ 

６ 激しい咳症状がある はい・いいえ 

７ 味覚・嗅覚異常がある はい・いいえ 

８ その他気になる症状がありますか はい・いいえ 

 
「はい」の方のみ 

  いつからどんな症状がありますか 

 

 

  

 

 

 

時期： 

症状： 

※１、２で「はい」の方は、陽性者・濃厚接触者として「専用スペース」へ案内 

※３で 37.5 度以上の方、又は４～８で「はい」の方は、発熱等の体調不良があ

る方として、「専用スペース」へ案内 

※上記項目について、全て「いいえ」の方は「一般スペース」へ案内 

別紙３
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